
集合
時間

２０１７　年

８月 日３
木 雨天中止

能勢電鉄

妙見口駅前

９：３０　～　１０：００

参加費無料・事前申込み不要

約１２Ｋｍ
一般向き

ゴミや空き缶は捨てないで必ず持ち帰りましょう！

のせでん第１木曜ハイキング

集合
場所

51495149

妙見口妙見口 普　通普　通

ワンマンワンマン

里山道の森林浴を愉しむ 

ありなしの道･野間の大ケヤキ･天王山神社コース

主催／能勢電鉄

○お問い合わせ（9:30 ～ 17:30、土･日･祝日を除く）

能勢電鉄ハイキング担当　　　　072-792-7716

○当日の決行・中止のお問い合わせは（午前７時以降）

応答専用ダイヤル　　　　　　　072-792-7227

◎元気な人であればどなたでも参加できます。ただし、健康状態のすぐれない方は参加をご遠慮ください。

ご自分の体力、体調をチェックされたうえでご参加ください。

◎小学生以下の単独参加と７５歳以上の方の単独参加は原則ご遠慮ください。

◎参加者のけがや他に与えた損害などについては、当社は一切の責任を負いません。万一事故が生じた場

合の費用は参加者負担となります。

◎係員の指示及び注意事項は必ず守ってください。

◎天候の急変等、主催者の判断によりコースを変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

※持ち物…弁当・水筒・雨具・救急薬品等をご持参のうえ、集合場所へお越しください。

黒川桜の森

野  間  川

 ゴール

妙見口駅

黒川公民館

出野三角点

野間の大ケヤキ

標高 366.1ｍ

徳林寺

天王山神社
黒川桜の森

企業の森

鹿の子模様の樹皮を持つ
クスノキ科のカゴノキあり

眺望よし眺望よし

阪急バスのご案内

大堂越

台場クヌギ林
（川西市天然記念物）
（林業遺産）
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昼食ポイント

北校舎は明治37年竣工
外観と廊下は昔のまま

妙見の森リフト

往復690円

妙見の森

ケーブル

往復690円

国の天然記念物
樹齢は千年を超えるご神木

足元不安定な
下り注意！

山道の下り
足元注意！

野間神社
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吉川八幡神社
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阪急バス 妙見口駅方面行
本滝口バス停発
11:53　13:42　運賃 ： 360 円

稲地バス停発
11:54　13:43　運賃 ： 330 円

ケーブル前停発 ( 黒川駅前 )
12:00　13:49　運賃 ： 160 円
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ル

出
野
三
角
点

黒
川
公
民
館

A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

地道区間地道区間

　花折街道を経て、「日本一の里山」を眺めながら黒川公民館で一休み。

ここから栗林や台場クヌギのある里山道を辿っていくと徐々に上り勾配

が増していき、最後はロープを使って急坂を上りきって四等三角点･出

野に到着。「ありなしの道」を下れば野間の大ケヤキでお昼ご飯にしま

しょう。後半は秋の例大祭を控えた野間神社へ参拝し、大堂越を経て妙

見口駅を目指します。【トレッキングシューズがお勧めです】

ひとくちメモ

歩道や車道では譲り合って歩きましょう！
一人一人が“のせでんハイキング”の代表
として、マナーアップにご協力ください！

野間の大ケヤキ

　 ゴール受付は

先頭スタッフ到着後

　 15 時まで！



 

 

              暑い夏が近づいてくると、熱中症という言葉をよく耳にします。「熱中症」の「熱中」 

とは、物事に熱中することではなく、熱に中（あた）ることを意味しています。 

「食あたり」の「あたり」と同じ意味を持ちます。この熱中症とは気温が高かったり、湿

度が高くなったりするときに起こる体調不良や障害を総称した呼び方です。皮膚から熱を放散しきれず、

体内に熱がこもり体温調節がスムーズにいかなくなることがあります。熱中症は、こうして体温を調整する

機能がコントロールを失い、体温がグングン上昇してしまう機能障害です。循環器や筋肉、脳神経、腎臓

などに障害が起こり、最悪の場合は死に至ることもあります。熱中症は、屋外や車中ばかりではなく、しめ

きって蒸し暑い室内でも起こります。室内でも高温多湿、無風の場合は、熱を体外に放出できないので危

険です。暑い夏を安全に過ごすために、熱中症について理解を深めることが大切です。 

「
熱
中
症
の
種
類
」

 

熱
中
症
の
種
類
に
は
、
症
状
の
進

行
の
具
合
に
お
い
て
大
き
く
４
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

 【
熱
失
神
】 

 
 

い
わ
ゆ
る
立
ち
く
ら
み
の
こ
と

で
、
皮
膚
血
管
が
拡
張
す
る
こ
と

に
よ
り
、
循
環
が
上
手
く
い
か
ず
、

脳
を
巡
る
血
液
の
量
が
少
な
く
な

っ
て
、
顔
面
蒼
白
、
全
身
の
脱
力

感
、
め
ま
い
、
失
神
な
ど
を
起
こ

し
ま
す
。 

 

【
熱
疲
労
】 
 

 

た
く
さ
ん
の
汗
を
か
く
こ
と

で
、
脱
水
症
状
を
引
き
起
こ
し
、

脱
力
感
や
倦
怠
感
、
め
ま
い
、
頭

痛
、
吐
き
気
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。

 

【
熱
け
い
れ
ん
】 

 
 

た
く
さ
ん
の
汗
を
か
い
た
と
き

に
、
水
分
だ
け
を
補
給
し
て
塩
分

を
補
給
し
な
い
と
、
血
液
中
の
塩

分
濃
度
が
下
が
り
、
足
や
腕
、
腹

部
の
筋
肉
に
痛
み
や
け
い
れ
ん
な

ど
を
起
こ
す
と
い
い
ま
す
。
高
温

多
湿
の
環
境
で
長
時
間
の
運
動
を

し
て
大
量
の
汗
を
か
い
た
と
き
に

起
こ
る
症
状
で
す
。
「
こ
む
ら
返

り
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

「
熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は
」 

 【
水
分
を
補
給
す
る
】 

 
 

第
一
に
水
分
を
こ
ま
め
に
補
給
す

る
こ
と
。
決
ま
っ
た
時
間
に
水
分
の

補
給
を
す
る
こ
と
を
習
慣
に
し
ま
し

ょ
う
。
の
ど
が
渇
く
前
に
補
給
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。 

 
 

発
汗
が
多
い
時
は
一
緒
に
塩
分
も

失
わ
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
水
よ
り

も
塩
分
を
含
む
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
の
方

が
効
果
的
で
す
。
冷
た
す
ぎ
る
と
胃

腸
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル

は
利
尿
作
用
が
強
い
の
で
水
分
を
補

給
し
た
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。 

 

【
体
調
を
整
え
る
】 

 
 

睡
眠
不
足
や
風
邪
気
味
な
ど
、
体

調
の
悪
い
と
き
は
暑
い
日
中
の
外
出

や
運
動
は
控
え
ま
し
ょ
う
。 

 
 

初
め
て
の
暑
い
日
は
ま
だ
体
が
慣

れ
て
い
な
い
た
め
、
熱
中
症
に
な
り

や
す
い
よ
う
で
す
。 

 

【
外
出
の
と
き
の
工
夫
】 

 
 

午
前
一
〇
時
か
ら
午
後
二
時
頃
は

一
日
の
う
ち
で
最
も
暑
い
時
間
帯
な

の
で
、
外
出
を
控
え
た
り
、
外
出
の

際
に
は
帽
子
や
日
傘
な
ど
で
陽
射
し

を
遮
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
服
装

は
、
吸
湿
性
や
通
気
性
の
よ
い
も
の

を
選
び
ま
し
ょ
う
。 

【熱射病】 
異常な体温上昇によって、中枢神経に障害をきたし、頭痛やめまい、嘔吐などの

症状から、運動障害や錯乱、昏睡状態となり、死亡の危険性もかなり高まります。失
神からすぐに熱射病に移行する場合もあり注意が必要です。 

熱射病の場合は体を冷却し、一刻も早く救急車を呼ぶか病院へ連れて行って下
さい。応急手当としては、次のようなものがあります。 
● 涼しいところに運び、足を高くして寝かせる。 
● 水分を飲ませる（コップ 1 杯の水に塩 1 つまみ、砂糖 5 つまみ加えると吸収され

やすい） 
● 体温を下げるため、手足や全身に水をかける。ぬれタオルを首筋や脇の下に当

てる。うちわで扇ぐ。霧吹きで身体に水分を吹きかける。氷を脇や股に挟んで、
熱を放散させる。 
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